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森

人
間
科
学
研
究
所
所
長

茂
起

人
間
科
学
研
究
所
で
は
、
二
〇
二
〇
年
度
よ
り
、
新
し
い
研
究
事
業

「
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
～
危
機
の
乗
り
越
え
に
向
け
て
」
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
二
〇
一
九
年
度
ま
で
四
年
間
続
け
て
き
た
事
業
、
「
現
代
人
の

心
の
危
機
に
関
す
る
共
同
研
究
～Phase

5：

過
去
と
向
き
合
い
、
未
来

を
創
る
」
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
研
究
活
動
を
次
の
段
階
に
進
め
る
た
め

の
事
業
で
す
。
昨
年
申
し
上
げ
ま
し
た
三
年
間
を
四
年
間
に
延
長
し
て
、

二
〇
二
三
年
度
ま
で
実
施
の
予
定
で
す
。

本
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
事
業
に
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
秋
に
入
っ
て
よ
う
や
く
感
染
が
収
束
に

向
か
い
、
対
面
で
事
業
を
実
施
す
る
可
能
性
が
見
え
て
参
り
ま
し
た
。
学

園
祭
も
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
開
催
さ
れ
、
大
学
の
日
常
が
戻
り
つ
つ

あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
推
移
を
見
守
り
な
が
ら
、
事

業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
間
科
学
研
究
所
の
起
源
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
設
立
さ
れ
た

文
学
部
人
間
科
学
科
の
心
理
学
教
員
を
中
心
に
企
画
し
文
部
科
学
省
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
に
応
募
し
、
採
択
さ
れ
た
研
究
事
業
に
あ
り
ま

す
。
震
災
後
に
展
開
さ
れ
た
「
心
の
ケ
ア
」
実
践
を
背
景
に
、「
心
の
危

機
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
生
ま
れ
た
学
際
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し

た
。
研
究
主
題
と
し
て
は
、
研
究
所
開
設
前
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

「
心
の
危
機
」
を
一
貫
し
た
主
題
と
し
て
掲
げ
な
が
ら
、
二
〇
二
〇
年
度

か
ら
の
研
究
計
画
に
お
い
て
は
、（
一
）「
社
会
に
よ
る
子
育
て
～～
ソ
ー

シ
ャ
ル
ペ
ダ
ゴ
ジ
ー
」
の
概
念
の
も
と
に
進
め
る
、「
子
ど
も
・
子
育
て
」

に
関
す
る
研
究
・
実
践
、（
二
）
ト
ラ
ウ
マ
（
戦
争
、
災
害
、
虐
待
、
暴

力
等
）、
人
生
史
、
記
憶
を
対
象
に
し
た
、
思
想
、
心
理
学
、
ア
ー
ト
、

歴
史
、
社
会
学
な
ど
に
よ
る
学
際
的
研
究
、
（
三
）
人
間
科
学
の
哲
学

的
・
思
想
的
基
盤
を
検
討
す
る
研
究
、
の
三
つ
の
主
題
に
整
理
し
て
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

（
一
）
で
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
」
を

主
題
と
し
て
、
一
八
号
館
の
立
地
、
空
間
、
機
能
を
生
か
し
て
、
地
域
貢

献
も
含
め
た
実
践
と
研
究
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
当
初
、「
子
ど
も
・

子
育
て
」
関
連
事
業
は
、
人
間
科
学
科
及
び
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
兵
庫
県
少
子
高
齢
局
と

連
携
し
な
が
ら
、
経
営
、
経
済
、
行
政
、
社
会
学
の
学
内
研
究
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
、
学
際
的
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
を
生

か
し
て
基
礎
共
通
科
目
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
教
育
」
が
開
講
（
二
〇
一
九
年

度
）
さ
れ
、「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
教
育
」
を
主
題
と
し
た
大
学
間
連
携
（
信

三



州
大
学
、
甲
南
女
子
大
学
）
も
開
始
し
ま
し
た
。
「
子
ど
も
・
子
育
て
」

問
題
を
、
親
子
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
、
祖
父
母
、
地
域
の
高
齢
者
も
含

め
た
多
世
代
連
携
に
よ
っ
て
扱
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
紀
要
に

掲
載
し
て
い
ま
す
よ
う
に
、
人
口
心
理
学
の
観
点
か
ら
の
特
別
講
演
会
、

学
生
相
談
室
と
の
共
催
に
よ
る
、
大
学
の
「
子
育
て
機
能
」
の
検
討
な
ど
、

「
社
会
に
よ
る
子
育
て
」
の
視
野
を
広
げ
な
が
ら
、
連
携
の
拡
大
、
研
究

主
題
の
発
展
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
二
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
員
が
研
究
を
進
め
な
が
ら
、
今
年
度

に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
に
お
け
る
第
二
次
世
界
大
戦
の
長
期
的
影
響
に
関

す
る
学
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
全
五
回
）
に
協
力
し
た
他
、
阪
神
淡
路
大

震
災
か
ら
四
半
世
紀
を
経
て
、
甲
南
大
学
生
の
震
災
体
験
の
検
証
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

（
三
）
で
は
、
甲
南
大
学
図
書
館
の
九
鬼
周
造
文
庫
の
整
理
に
協
力
し

つ
つ
、
九
鬼
周
造
研
究
会
を
継
続
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
整

理
が
進
ん
だ
九
鬼
の
書
簡
に
関
す
る
研
究
は
今
後
の
課
題
で
す
。

活
動
の
全
体
を
通
し
、
「
共
同
研
究
」
「
地
域
貢
献
」
の
み
な
ら
ず
、

「
学
生
教
育
」
も
人
間
科
学
研
究
所
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
考
え
、
学
生
が
参

加
す
る
実
践
活
動
（
子
ど
も
が
一
八
号
館
に
集
う
活
動
に
学
生
が
参
加
す

る
な
ど
）
を
行
い
、
そ
の
教
育
的
効
果
の
検
証
を
研
究
の
主
題
に
し
て
い

ま
す
。
先
の
学
生
相
談
室
と
の
共
同
研
究
会
の
よ
う
に
、
大
学
に
よ
る
学

生
教
育
を
、
「
社
会
に
よ
る
子
育
て
」
の
一
部
に
位
置
付
け
て
考
え
る
こ

と
を
重
要
な
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

少
し
内
情
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
い
ず
れ
の
大
学
や
研
究
所
で
も
同
様

の
事
情
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
研
究
員
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
そ
れ

ぞ
れ
が
科
研
等
の
競
争
的
資
金
を
獲
得
し
な
が
ら
、
大
学
教
育
及
び
大
学

行
政
に
関
す
る
仕
事
と
合
わ
せ
、
す
で
に
い
わ
ゆ
る
「
エ
フ
ォ
ー
ト
」
の

限
界
ま
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
な
か
で
大
学
組
織
と

し
て
の
研
究
所
で
研
究
活
動
を
継
続
す
る
に
は
、
各
研
究
員
が
現
在
行
っ

て
い
る
研
究
主
題
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
つ
つ
活
性
化
し
、
よ
り
大
き
な

主
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
可
能
に
す
る
学
内
連
携
、
学
外
連
携
の
核
と
な

る
こ
と
が
重
要
な
使
命
と
考
え
ま
す
。
関
連
主
題
に
関
す
る
研
究
実
績
の

あ
る
教
員
の
連
携
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
、「
子
ど
も
・
子
育
て
」「
次

世
代
育
成
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
の
一
つ
の
形
で
す
。

今
年
度
す
で
に
開
始
さ
れ
た
甲
南
女
子
大
学
と
の
連
携
事
業
の
よ
う
に
、

大
学
間
連
携
の
窓
口
、
結
節
点
と
な
る
こ
と
も
よ
り
一
層
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
人
間
科
学
」
と
い
う
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・

自
然
科
学
に
ま
た
が
る
学
際
性
を
持
つ
名
称
と
、「
常
に
備
へ
よ
」
の
平

生
精
神
を
背
景
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
現
在
の
諸
課
題
に
至
る
ま

で
を
総
合
す
る
「
心
の
危
機
」
と
い
う
主
題
に
よ
っ
て
研
究
を
束
ね
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
号
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会
、
研
究
会
の
記
録

を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
扱
っ
た
議
論
を
、

今
後
の
連
携
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
紀
要
は
、

今
後
も
、
研
究
員
の
研
究
発
表
の
場
と
し
て
、
研
究
所
が
開
催
し
た
シ
ン
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ポ
ジ
ム
等
の
成
果
公
表
の
場
と
し
て
、
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。
今

後
と
も
研
究
所
の
活
動
へ
の
ご
支
援
、
ご
参
加
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

（
も
り

し
げ
ゆ
き
）

五


